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時
代
へ
の
變
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を
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に
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あ
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に
於
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て
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述
せ
る
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の
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し
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缺
貼
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あ
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大
略
を
■
ふ
に
は
十
分
で
あ
る
ど
思
ふ
P

元
來
英
國
經
濟
史：

に
.
於
.い
て
寺
院
の
占
む
る
地
位
は
甚
だ
逋
^
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あ
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.中
世
7
タ̂

に
於
レ
て
寺
吃
：の
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地
は
そ
の
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大
部
分
^

占
め
、
第
十
二
世
紀
頃
の
•
マ.
ナ
ァ
雙
營
法
.を
知
る
.
に
も
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是
等
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院
所
有
の
記
錄
が
重
要
な
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に
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つ
て
ゐ
る
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そ
れ
等
の
文
書
の
編
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等
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少
な
く
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度
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細
を
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め
た
も
の
で
は
な
い
が
ノ
そ
の
代
^V

そ
れ
ほ
ざ
偏
し
て
も
ゐ
な
い
。
唯
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讀
餘
ち
に
僧
院S

頹
廢
を
論
ず
る
に
の
み 

力
を
注
ぎ
過
ぎ
た
恨
み
が
あ
り
、
結
論
を
正
當
化
す
る
に
：餘
&

に
：急
.
で
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な
か
0

た
，か
^

思
は
れ
る
0

さ
ら
^
僧
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ど
そ
の
; ^

領
.

^
の
@

濟
的
關
係
を
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層
詳
郁
に
敍
述
し
た
な
ら
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，
經
濟
史
ぎ
し
て
利
す
る
^

こ
ろ
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多
か
つ
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で
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本
翁
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內

容

を

八
講
に
分
つ
。

^
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^
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'
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に
於
て
贫
つ「

翁
濟
。
經
濟
の
原
則
、
經
濟
組
織
、
闺
民
經
濟
を
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る
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經
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ど
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配
分
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物
の
支
配
を
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の
間
に
分
け
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あ
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配
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の
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す
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あ
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す
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社
#

'
に
於
て
政
治
的
權
ヵ
を
代
表
.
ノ
執
行
す
る
機
關
：
> 

即
ち
政
府
で
あ
る
。
國
民
經
濟
ど
は
此
一
統
制
機
關
の
下
に
. 

統
制
せ
ら
れ
る
經
濟
社
會
で
あ
る
。

1

の
_

家
を
組
織
す
る
人
々
の
作
つ
.て
ゐ
る
經
»

)5
1

:

#

で
あ
る
。
財
政
S

は
此 

國
民
經
濟
內
に
行
は
れ
る
.財
貨
の
統
制
酣
分
.

で
あ
る
。：
國
民
經
濟
は
財
政
を
其
，一
部
分
ビ
し
て
包
#

-
す
る
。
財
双
ミ 

國
民
經
濟
の
» 1

係
^

云
ふ
こ
€ 
H

財
.政
せ
價
格
經
濟
？
の
關
係
»

財
政 
<
價
格
經
濟
其
他
の
自
出
經
濟
$

關
係 

を
通
じ
て
財
政
ど
國
民
經
濟
全
體
の
關
係

i

云
ふ
ニ
通
り
の
解
釋
が
出
來
る
。
財
政
が
價
格
經
濟
に
與：

へ
る
影
響 

は
意
識
的
統
制
的
で
あ
る
が
®

格
經
濟
が
：財
政
に
與
'へ
.る
影
響
は
非
統
制
的
で
.云
は
ゾ
無
規
難
無
意
®
的
で
あ
る
。
 

し
^

し
兩
滿
は
何
れ
も
*

一
 

方
6 >

他
方
^

影
»
を
與
へ
る
も
の
で
常
に
一
方
の
み
が
他
方
に
影
響
を
典
べ
る
も
の
で 

は
な
い
の
で
あ
る
。

•

第
二
财
政
ど
物
價
に
於
て
は
、
今
日
の
價
袼
經
濟
の
特
色
ミ
し
て
通
貨
經
濟
、，
市
場
生
輝
を
說
明
し
"
價
格 

の
性
質
，
物
價

.

の
決
定
を
述
べ
た
る
後
ち
物
價
調
節

.

の
間
題

.

に.

つ
.

い
て
®
格
經
濟
內
部
に
發
展
し
來
る
價
格
の
統
制 

調
節
の
實
例
を
我

!a

の
綿
絲
紡
績
の
生
產
協
定
に
つ
い
て
、

又
價
袼
經
：濟
の
外
部
ょ

6

財
政
を
以
て
す
る
價
格
の
調 

節
を
，
米
價
調
節

S

絲
救
濟
■

の
實
例
に
つ
い
て
說
明
し
V

物
價
變
動：

が
財
政
に
及
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ぼ
す
影
響
を̂

後
の
部
分
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す
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離
、
：財
政
ミ
金
融
，
財
政
は
物
の
統
制
配
分
で
あ
る
が

-)
1

«

を
以
て
行
は
れ
る
か
ら
金

*

e

財
政
ヾ」

は
密
接 

な
關
係
が
あ
る
。
金
融
を
說
明
し
た
る
後
ち

"

貨
幣
鈒
行
制
度̂

財
政

V」

の
®]
係
を
我
國
の
實
例
に
つ
い
て
說
明
す

金
融
の
統
制
に
は
佥
融
|]
1

織
の
內
部
よ
り
f

金
融
制
度
に
よ
る

金
融
：の
統
制
ミ
，
財
政
に
よ
る
金
*

; 0

統
制
ビ 

力
あ
る
。
金
* 1

刹
織
の
內
部
に
於
け
る
統
制
は
又
谷
極
の
金
融
機
| «

に
よ
.

0
て
遠
ふ
。
し
か
し
內
部
よ
り
す
る
統
制 

の
み
で
は
兜
分
で
な
い
ど
見
ら
れ
て
財
政
に
よ
る
金
融
の
統
制
が
行
は
れ
る
。

一
は
租
稅
の
徵
收
に
よ
る
も
の
で
あ 

る
。
H

本
銀
行
が
制
限
外
發
行
を
す
れ
ば
五
分
を
下
ら
ざ
る
率
の
課
税
ビ
す
る
。
此
は
通
貨
の
供
給
を
控
へ
3

せ
る 

ためので
ある。

H

本
銀
行
の
兌
換
券
の
數
馈
は
中
ど
し
て
金
の
保
有
高
で
統
制
す
る

ゃ

此
金
準
備
の
統
制
こ

: ' &  

1*も 
：根 
本 
!的
r n

;財
:政
に
1

る

金
融
の

統
制
で

あ

る

0

此
事
を
述
へ 0

て

正
貨 .

1

財
政
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る
こ
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写

翁

に

對

し

て

^

な

儿
し
や
ぅ
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す
る
势
力
が
I

度
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行
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れ
て
居
る
に
も
拘
ら
ず
雲
は
萎
に

i

る
。
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間
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ぃ
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は
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い
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業
を
？

せI

め
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!

u

力
又
は
暴
に
す
る
た
め
に
財
政
が
い
ろ
い
ろ
統
制
を
す
る
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格
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濟
'
'
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則
正
統
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貨
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講
、
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税
ど
倒
格
經
濟
？
租
.税

；
の

價

格

經

濟

に

及

ぼ

す

影

響

は

.飢

税

徵

收

に

ょ

る

影

^

ど
^

8 1

称
支
ぶ
.の
影 

響
X

:
が
あ
る
：。
机
桃
微
收
が
價
格
經
濟
に
及
ぼ
す
最
も
.一

.

般
的
の
影
響
は
財
貨
の
«
格
を
變
動
せ
し
め
る
こ
ミ
で
あ 

る
。
；
祖
税
は
財
貨
の
配
分
狀
態
の
變
|!
1

で
あ
る
。
今
日
の
價
袼
龃
織
に
於
て
は
一
定
の
I I

分
狀
1

の
»
磔
の
上
に
眞 

格
が
成
立
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
祖
税
徵
收
は
何
等
か
の
形
で
價
格
の
變
磡
を
起
す
も
の
^

見
な
け
れ
.ば
な
&
 

な
い
。
そ
し
て
ー
財
の
.價
格
の
變
動
は
多
.數
の
財
貨
の
價
格
の
，.變
動
を
齎
七
が
ち
で
あ
る
。
租
税
が
起
す
價
格
經
濟 

に
對
ず
石
直
接
' 0

變
逛
は
配
：分
の
.養
動
で
あ
る
が
、
之
ょ
り
惹
い
て
租
税
は
各
秫
の
影
響
を
價
格
經
濟
に
»

6

す
。
 

結
果
の
重
大
さ
に
於
て
此
：影
響
«

決
し
で
直
接
の
影
響
に
劣
ら
な
い
。
S L

税
が
莩
樂
財
Q

PI
S
-
-分

を

肋

，
か

す

結

果

ド

-
し 

て
經
濟
社
會
に
於
け
る
生
產
提
供
力
生
康
提
供
心
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
。
粗
軸
の
價
格
に
及
ぼ
す
變
動
は
が 

て
利
益
配
分
關
係
の
變
更
で
あ
る
か
ら
之
が
た
め
に
惹
い
て
收
益
關
腐
を
變
じ
て
企
業
の
方
，例
、
規
興
形
態
の
變
3 1 

を
齎
ら
し
觅
に
.
一
國
全
體
の
生
產
：ヵ
|:
.

#

常
な
影
響
を
も
つ
6

粗
稅
が
锨
貨
の
.一
定
期
問
の
利
用
め
價
格
た
る
金
利 

に
及
ぼ
す
影
響
は
祖
税
を
徵
收
す
る
時
期
に
於
け
る
影
響V

J

長
期
に
亙
つ
て
の
.影
響
^

に
別
つ
て
考
へ
る
。
次
い
て 

我
國
の
實
際
に
つ
い
て
實
說
的
硏
究
を
試
み
"

先
づ
消
S

税
が
價
格
其
他
( ;

及
ぼ
す
影
«

を
鹽
、»

糖
、
«
、
麥
涵
の
!a 

極
の
財
貨
に
つ
い
て
見
6'

。
，
楡

入

：
關

稅

が

價

袼

經

濟

に

及

ぽ

す

影

»

乃
至
輸
入
| «
&

を
以
.
て
す
る
價
袼
經
濟
の
統
® ] 

を
*

災
減
免
稅
、
翁
澤
品
i ]

稅
，
外
米
'ど
關
税
>

鐵
關
税
？
染
料
關
税
V

毛
織
物
關
稅
、
，藥
品
關
稅
等
に
つ
い
て
我 

國
の
*

例
を
以
て
述V

る
o

第
七
講
最
後
の
部
分
は
租
税
の
源
泉
に
つ
い
て
、
あ
る
？
租
：桃
の
；價
格
經
濟
に
及
ぼ
：す 

影
響
は
^

^

が
如
何
な
る
源
泉
か
ら
支
拂
は
.れ

る

か

、

税

额

算

定

め

衾

礎

に

な

る

腌

稅

の

，標

_

を

何

.に

ど

る

か

等

に
 

ょ
つ
そ
興
る
。
就
中
重
耍
な
の
.
は
組
祝
の
支
#

は
.れ

61
源
泉
で
あ
る
。
螫
利
活
動
に
使
用
せ
6

.れ
で
ゐ
る
資

本

、

即 

ち
元
本
た
る
部
分
か
ら
粗
稅
を
支
拂
は
せ
^

場
合
'及
び
所
#
の
如
何
な
る
部
分
、
如
何
な
る
秫
類
ょ
り
支
拂
は
る
、 

か 
<

铎
利
力
生
靡
力
爺
業
の
方
向
に
與
ふ
る
影
響
に
於
て
贾
耍
な
る
も
の
で
あ
る
。
相
績
.桃
を
除
外
す
れ
ば
说
源
は 

原
則
$
し
て
所
謂
1

镫
的
生
活
の
«

:
礎
た
る
所
得
で
ぁ
ゐ
が
、
同
じ
所
得
を
耽
：源V

J
す
■
る
に
.
し
'
て
も
稅
颔
算
®

の
*

f
f

 

雄
をf

に
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か
に
ょ
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つ
て
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經
濟
に
及
ぼ
す

K

S

著
し
ぐ
違
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の

n

 

a

寒
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傭
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換
紙
幣
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濟
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公
債
ー
の
蒙
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價
格
經
濟
に

J

l

s

與

ふ

る

か

。
公
偾
の

Uのみに限

|事
賞
上
應
囊
以
外
の一

般
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も

f物
資
を
政
府
に
提
供
し
て
ゐ
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巧
ね
又
は
償
還
の
際
に

I
I收す
る

l
l
l
f
l

の

t前
に
興
る 

:
.ほ^
_
資

/̂
&也し
て
ゐ
る
こ
？
は
も
ど
ょ
り
、
政
府
が
公
偾
を
募
集
し
て
此
手
取
金
を
交
出
す
る
場
合
大g 

力
物
資
の
配
分
を
之
に
ょ
つ
て
減

fれ
.
た
結
果
に
な
つ
て
ゐ
る
。
公
廣
翁
カ
物
資
を

a貨 

ぎ

4 

4
手
に
集
め
暴
段

る̂
か
ら
其
慣
格
經
濟
に
及
ぼ
す
影
響
か
ら
受
最
赢
寒

の̂

ぶ

 ̂

り

パ

10
る̂
。
公
偾

S利
に
を
及
？

影
響

5い
で
は
應
募
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を
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へ
る
の

I出
を
も
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せ
考
^
る 

パ
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又
公
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ぃ
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價
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S
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®

價
格
‘に
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す
る
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公
債
.
の
I

は
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に
通
貨
膨
脹
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物
價
S

貴
I
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汾4
:

3
3

1
^

グ

ヵ

ボ

ゾ

及

娘

す
&

警
し
て
勝
に
重
大
な
の
は
通
货
の
絕
對
哲
於
け
る
膨
觸
物
悄
の
^

f

l

の
财
貨
の
上
I

の
1

3

其
速
度
の
I

で
ぁ
る
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公
僚I
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■

ほ

す
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量
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內

偾
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租
i

收
の
影
S
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違

の

簾

に

移
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^
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て
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プ
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の
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る
點
は
租
.
稅
s

ln
l

じ
こ
^

の

c

_
公
貞
の
藻
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濟
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格
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に
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最
後
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ゐ
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制
經
濟
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程
度
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も
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